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確かに「5.5倍」などというと誤解する方もいるのですが、決して投機のためのファンドで

はありません。特徴をひとことで表すなら、「投信ならではの仕組みの工夫」によって

「骨太な長期の資産形成を行なうためのツール」となります。

債券や株式の指数の一部には、日経平均株価に対する「日経平均先物」といったよ

うに、基本的に元の資産と同じように動く「上場先物」が存在します。一般に数パーセ

ントの現金を預託することで取引できるため、主に投信会社やプロの投資家が運用効

率の向上のためなどに活用しています。

当ファンドはその仕組みを賢く利用し、「あくまで分散の状態をキープしつつも、株式と

REITの値上がり期待もあきらめない（相応のリスクを受入れながら）ファンド」として開

発されました。

一般的なバランスファンド
の一例

上記はイメージ図です。
実際の運用は、純資産総額合計の550％とならない場合があります。また、資産毎の比率も変動します。また、資料作成時点のものであり、投資対象資産
および資産配分比率は変更される可能性があります。

株式
金

REIT

債券

債券
400％

金 25％

REIT 25％

株式 100％

リスク低減をめざして分散すると、

どうしても株式やREITが少なくなって、

マーケットが良い時に一緒に

上がれないんだよなぁ…

先物を上手に使えば、

債券をメインにしながらも、

株式やREITにしっかり投資する、

「増やすための分散」になるのでは？

純資産総額合計の
550％（5.5倍）相当額

の投資を行なう

当ファンド

ワンポイント
５.５倍バランスOne Point
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「５.５倍」だなんて、ギャンブルなの !?
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「商品先物で大損した」などといった投機的なイメージが強い先物ですが、「何の先物

を、何のために使っているのか」が重要です。

まず「何の先物か」。例えば現物の債券価格と先物の価格は、同じ債券という資産を

対象とする取引価格です。そのため、取引方法に違いはあっても、どちらかの価格変

動だけが極端に大きくなることは基本的にありません。

そして、それを「何のために」使っているか。当ファンドでは、それ自体で収益を極大化

するためでなく、全体の仕組みを成立させるパーツとして使っています。つまり「仕組

みのための」先物活用です。
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 少額の資金で、

 値動きの激しいものに

 多額の投資をし、

 大きな収益を期待。

一般的な「怖い先物」
のイメージ

 一般的な投信の投資

対象と同じ資産を、

 それ自体で収益を極大

化するためでなく、

 全体の仕組みを成立

させるものとして利用。

当ファンドにおける
「仕組みのための」先物活用

ワンポイント
５.５倍バランスOne Point

先物なんて怖い !?
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実は先物を使うと、海外投資につきものの為替変動リスク（円高になることでマイナ

スになるリスク）を非常に小さくできるというメリットがあります。米国債を例に、先物取

引の仕組みを見てみましょう。

通常の投資の場合は、全額をいったん円からドルに換えて投資するため、実質的に

は「債券と通貨に同時に投資」、つまり為替リスクを100%取っていることになります。

一方、先物取引の場合は差し入れる数パーセントの証拠金部分と、のちに発生する

債券の評価損益部分のみにしかかかりません。「元本部分」に為替の影響を受けな

いことで、他資産との分散効果が高まることが期待されるのです。

●簡易化したイメージ図であり、実際とは異なります。●ドルとは米ドルを指します。●米国債のイラストでは、券面が増えたような画像になっていますが価格の
上昇を意図しています。

投資金額の全額を

円からドルに替えて..

全額で

米国債を購入

取引金額よりも少ない額

を円からドルに替えて..

先物の証拠金 その証拠金を

担保に大きな額の

米国債を購入

価格の上下分だけを

決済して円に戻すため

為替変動リスクは限定的に..

すべてが円とドルの

為替変動リスクを

負うことに..

通常の米国債取引
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先物による米国債取引

ワンポイント
５.５倍バランスOne Point

一部に先物を使うメリットが !?
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各資産と「5.5倍バランス」のシミュレーションの推移

毎年の各資産との違いはどうだったか？
●各年の1年間の騰落率を高い順に並べたもの 期間：2003年～2019年 ただし2003年は3月末から、2019年は11月末までの騰落率。

こうした図表には一般に、「分散投資は1位にもビリにもなりません」といった説明が添

えられることが多いもの。しかし5.5倍バランス（シミュレーション）の場合はご覧の通り、

通常の分散投資と異なり1位を取った年も多数という驚きの結果です。

ただしこれはシミュレーション、つまり同じ運用方法を過去のマーケットに当てはめて

行なったバックテストでしかありません。しかし当ファンドが、ファンドマネージャーに配

分比率の変更の裁量を与えない、いわゆる「ルールベース」の運用を行なう商品で

あり、また上表にあるような指数（インデックス）をベースとした設計であることを考える

と、比較的参考にしやすいシミュレーションだといえます。
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ワンポイント
５.５倍バランスOne Point

過去のシミュレーション結果は!?

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成 ●世界株式および先進国国債は先物理論価格ベース（各資産への投資に際して先物取引
を用いると仮定した場合のリターンを示すために、日興アセットマネジメントが各資産の為替ヘッジ指数を用いるなどして算出したものであり、実在するものではあり
ません）、金は先物
●使用した指数は次ページをご参照ください。なお、使用した指数は当ファンドのベンチマークではありません。

下記は過去のものおよびシミュレーションの結果であり、当ファンドの運用実績ではありません。
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当資料は、投資者の皆様に「グローバル5.5倍バランスファンド（1年決算型）」へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成し
た販売用資料です。掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

前ページおよび当ページの表は過去のものおよびシミュレーションの結果であり、
当ファンドの運用実績ではありません。

前ページおよび当ページの表における「5.5倍バランス」とは、投資者の皆様に当ファンドの運用についてご理解いただくために、
当ファンドが投資する各市場の代表的な指数を当資料作成時点の資産配分比率で合成、現金部分に対する日本円の1ヵ月
物金利を加味し、月次リバランスをした結果であり、実在するポートフォリオの推移ではありません。また、「1倍バランス」とは、
「5.5倍バランス」のシミュレーションと同指数を用いて、「5.5倍バランス」の各資産配分比率を5.5で除した比率で合成し、月次
リバランスをした結果であり、実在するポートフォリオの値ではありません。
記載は過去のものおよびシミュレーションの結果であり、将来の運用成果などを約束するものではありません。当ファンドの実際
の運用においては、売買コストや信託報酬、運用資産の規模、設定解約に伴なう資金流出入、実際に行なうリバランスのタイ
ミングなどによる影響が生じます。そのため、当ファンドの運用成果が、上記シミュレーションと同様になることを約束するもので
はありません。

通しで見てみると、投資環境が良い時期には株式やREITにしっかり投資している

恩恵を受けた一方、リーマン・ショックの2008年にはマイナス40%と、世界株式や

世界REITほどではないまでも、大きな下落を経験したことには留意が必要です。

しかし、長期にわたって相対的にランキングの上位に居続けたことにより、シミュ

レーション期間における累積リターンは極めて大きなものに。まさに「増やすための

分散」といえるシミュレーション結果だったといえます。

そしてこちらが前ページの続き、2013年から2019年までのランキング。
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使用した指数は次の通りです。

世界株式 (先物理論価格ベー
ス):MSCI ACワールド指数 (配当込、為
替ヘッジあり、米ドルベース)から米ドル
の1ヵ月物金利を控除したもの、世界
REIT(現物):S&P先進国REIT指数(配
当込、円ベース)、先進国国債(先物理
論価格ベース):FTSE世界国債インデッ
クス(為替ヘッジあり、円ベース)から日
本円の1ヵ月物金利を控除したもの、金
(先物):ブルームバーグ金サブ指数(エク
セスリターン*ベース) 

*エクセスリターンとは、先物取引のロー
ルオーバーなどを考慮した指数です。
先物取引がオフバランス取引であること
や現地の金利が排除されていることなど
から、現物資産への投資に為替ヘッジ
を行なった指数と概ね同じような値動き
になります。
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過去のシミュレーション期間中で最も大きな下落を経験した期間を月末ベースで詳し

く調べてみると、それは2007年10月末から2009年2月末までの−57.2％でした。

いわゆるリーマン・ショックを挟んだこの期間、同様の最大下落率は世界株式で

−52.6%、世界REITは−74.1%と、主要資産はどれも大きく下落しました。

ワンポイント
５.５倍バランスOne Point

-57.2%

-13.0%

-52.6%

-74.1%

-5.6%

-43.5%
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※グラフ起点を100として指数化

最大ドローダウンの時期と

その後の回復局面の推移
（2007年10月末～2010年8月末、
月次）

各資産とシミュレーション
の最大ドローダウン
（2003年3月末～2019年11月末、
月次）

5.5倍
バランス

（シミュレーション）

1倍
バランス

（シミュレーション）

世界株式
（先物理論
価格ベース）

金
（先物）

世界
REIT
（現物）

5.5倍バランス
（シミュレーション）1倍バランス

（シミュレーション）

世界株式
（先物理論価格ベース）

先進国国債
（先物理論価格ベース）

金（先物）

世界REIT
（現物）

2007年10月末
～2009年2月末

先進国国債
（先物理論
価格ベース）

秘密は“回復力”にアリ!?

5.5倍バランス（シミュレーション）は下落後に

力強い回復を遂げ、約18ヵ月で下落前の

水準を回復。

一方、世界株式は56ヵ月、世界REITは
62ヵ月を要した。

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメント作成
上記グラフに関する留意点および使用した指数は次ページをご参照ください。

当ページに関するより詳細な情報については、2020年4月2日発行の当ファンドの
レポート（スポットレポート）もご覧ください。

下記は過去のものおよびシミュレーションの結果であり、当ファンドの運用実績ではありません。
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世界株式および先進国国債は先物理論価格ベース（先物取引を用いると仮定した場合のリターンを示すために、日興アセットマネジメントが各資産の為替ヘッ
ジ指数を用いるなどして算出したものであり、実在するものではありません）、金は先物
使用した指数は次の通りです。なお、使用した指数は当ファンドのベンチマークではありません。 世界株式 (先物理論価格ベース):MSCI ACワールド指数 (配
当込、為替ヘッジあり、米ドルベース)から米ドルの1ヵ月物金利を控除したもの、世界REIT(現物):S&P先進国REIT指数(配当込、円ベース)、先進国国債(先
物理論価格ベース):FTSE世界国債インデックス(為替ヘッジあり、円ベース)から日本円の1ヵ月物金利を控除したもの、金(先物):ブルームバーグ金サブ指数
(エクセスリターン*ベース) *エクセスリターンとは、先物取引のロールオーバーなどを考慮した指数です。先物取引がオフバランス取引であることや現地の金
利が排除されていることなどから、現物資産への投資に為替ヘッジを行なった指数と概ね同じような値動きになります。

しかし注目したいのはその後。

「5.5倍バランス（シミュレーション）」は下落後に力強い回復を遂げ、約18ヵ月で下落

前の水準を回復しました。一方、世界株式は56ヵ月、世界REITは62ヵ月を要してい

ます。この時期はまさに、「分散しながらもしっかり株式とREITに投資する」という商品

設計が奏功したものといえます。

34.4%

9.7%
13.4%

3.3%

11.0%

基準価額最安値*
からの騰落率比較
2020年3月19日
～3月31日
*資料作成日時点

基
準
価
額

2020年2月12日に設定された当ファンドの実際の基準価額は、いわゆる「コロナ・

ショック」により、3月19日までで約40%と大幅に下落。しかし、3月19日から同月末ま

での“回復力”には目を見張るものがありました。

今後のマーケット全体の展開も、当ファ

ンドの推移も予想できるものではありませ

ん。しかし、設定直後の試練の時期に見

せたこうした値動きには、「骨太な長期の

資産形成を行なうためのツール」として

の可能性を感じることができます。
ファンド 世界

株式
世界
ＲＥＩＴ

先進国
国債

金

-40.0%

-28.2%

-38.4%

-1.1%
-6.1%

基
準
価
額

概ね下落局面の
騰落率比較
2020年2月10日
（設定日前営業日）
～3月19日

前ページのグラフは過去のものおよびシミュレーションの結果であり、
当ファンドの運用実績ではありません。

前ページのグラフにおける「5.5倍バランス」とは、投資者の皆様に当ファンドの運用についてご理解いただくために、当ファンドが投資する各市場
の代表的な指数を当資料作成時点の資産配分比率で合成、現金部分に対する日本円の1ヵ月物金利を加味し、月次リバランスをした結果で
あり、実在するポートフォリオの推移ではありません。また、「1倍バランス」とは、「5.5倍バランス」のシミュレーションと同指数を用いて、「5.5倍バ
ランス」の各資産配分比率を5.5で除した比率で合成し、月次リバランスをした結果であり、実在するポートフォリオの値ではありません。
記載は過去のものおよびシミュレーションの結果であり、将来の運用成果などを約束するものではありません。当ファンドの実際の運用において
は、売買コストや信託報酬、運用資産の規模、設定解約に伴なう資金流出入、実際に行なうリバランスのタイミングなどによる影響が生じます。
そのため、当ファンドの運用成果が、上記シミュレーションと同様になることを約束するものではありません。

信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

使用した指数は前ページと同様であり、下記の通りです。基準価額は信託報酬
（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の値です。海外資産は前営業日
の価格が基準価額に反映されるため、各指数は前営業日の値を用いて計
算しています。各指数に含まれる国内の資産は本来、基準価額の算出日
における価格を用いますが、本資料では便宜上、前営業日の数値をもとに
計算しています。右記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束する
ものではありません。

基準価額の推移グラフ（ｐ８）を
あわせてご確認ください。



当資料は、投資者の皆様に「グローバル5.5倍バランスファンド（1年決算型）」へのご理解を高めていただくことを目的として、日興アセットマネジメントが作成し
た販売用資料です。掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。
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※ 基準価額は信託報酬（後述の「手数料等の概要」参照）控除後の1万口当たりの値です。
※ 上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

＜基準価額と純資産総額の推移＞

（2020年2月12日（設定日）～2020年3月31日）（円） （2020年3月31日現在）

基準価額

8,059 円
設定来の騰落率

▲19.4％

純資産総額

44 億円

（億円）

基準価額（左軸）

純資産総額（右軸）

当資料では、世界の株式、REIT、債券および金の４資産への分散投資にあたり、先物取引の活用によって純資産総額の５.５倍相当額の投資を行なう運用
手法を「５.５倍バランス（ゴーゴー・バランス）」としています。また、純資産総額の範囲で４資産に分散投資を行なう運用手法を「１倍バランス」としています。

8

上図はイメージ図です。上記の「1倍バランス」の資産配分比率は、「5.5倍バランス」の実質的な資産配分比率を5.5で除して（端数は四捨五入）計算したも
のであり、実在するポートフォリオではありません。上記は資料作成時点のものであり、投資対象資産および資産配分比率は変更される可能性があります。

基準価額変動リスクの大きいファンドですので、ご投資の際は慎重にご判断ください。





金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第368号 加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

（資料作成時点、50音順）

金融商品取引業者等の名称 登録番号

加入協会

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資顧問業協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品
取引業協会

株式会社秋田銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第2号 ○

ａｕカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

岡三オンライン証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第52号 ○ ○ ○

第四北越証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第128号 ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第6号 ○

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第2号 ○ ○

株式会社富山銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第1号 ○

ひろぎん証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第20号 ○

フィデリティ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第152号 ○

北洋証券株式会社 金融商品取引業者 北海道財務局長（金商）第1号 ○

株式会社北陸銀行 登録金融機関 北陸財務局長（登金）第3号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○




	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12

